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一昨年（2017年）につがる市から発見された「ガシャモク（ヒルムシロ科）」が生育する池に，ガシ
ャモク以外にも様々な水生植物が生育しており，その多様性と希少性が全国屈指であることがわかりま
した。この結果は，発見されたガシャモクだけでなく，この池そのものが，国内における水生植物の保
全上重要であることを示すものです。新潟大学教育学部の首藤光太郎研究員（2019 年 3 月まで在籍，
現北海道大学・助教）および志賀隆准教授，弘前大学農学生命科学部附属白神自然環境研究センターの
山岸洋貴助教らに加え，市民グループである津軽植物の会や青森自然環境研究会などの多くの組織や研
究者が参加した研究グループによる共同調査によって明らかになりました。論文は，Journal of Asia-
Pacific Biodiversity誌に 2019年 2月 23日（日本時間）にオンライン公開されました。 
 
調査の背景 

一昨年（2017年），希少水生植物ガシャモク（Potamogeton lucens :ヒルムシロ科ヒルムシロ属）の
新たな産地が，青森県つがる市のある池から発見されました。国内 2ヶ所目の現存自然集団で，これま
で知られていた同種の国内の北限を 500 km以上更新することとなりました。 
この池には，一見してガシャモクの他にも多様な水生植物の生育が確認できました。また，池内に

どのような水生植物が生えているかを明らかにすることは，ガシャモクを保全していく上で重要で
す。そこで，2017年から 2018年にかけて，池内で水生植物相の調査（池内に生育する水生植物種を
リストアップすること）を行いました。 
 
 
 
 

絶滅危惧植物「ガシャモク」が生育する青森県つがる市の

池が全国屈指の水生植物の多様性を示すことを発見 



 

 

 

  
図 1. ガシャモク（左）と調査した池（右）。 
 
成果 

 調査の結果，この池にはガシャモクのほかにミズオオバコやイトイバラモなどの 15 種のレッドリス
ト掲載種（環境省または青森県）を含む，合計 57 種類にもおよぶ水生植物が生育していることが明ら
かになりました。日本の湖沼に生育する水生植物データベースを用いて現存種数と希少性（環境省レッ
ドリストに掲載された種をランクに基づいて傾斜配点したもの）を評価したところ，2001 年以降に調
査が行われた 66湖沼の中で，現存種数および希少性はともに 4位となりました（※2001年以降に水生
植物相調査が行われた湖沼がわずかであるため，実際の種多様性および希少性を示す順位とは限りませ
ん）。この結果は，ガシャモクの生育する池が，日本国内における水生植物の保全上，重要な池であるこ
とを示唆します。上位の湖沼のほとんどが大型の水域である一方で，調査した池の面積がわずか 0.14 
km2ほどであることを考慮すると，驚くべき多様性であると言えます。 
 この池がなぜこのような多様性と希少性を示すことになったかは，現時点では明らかになっていませ
ん。現在もつがる市の多くの水辺に多様な水生植物が生育していることや，人為的な撹乱を受けて池が
誕生した結果，多様な環境を内包するようになったことなどが関係した可能性があります。また，この
池は誕生から比較的歴史が浅く，今後環境が変化していく可能性もあります。継続的な調査によって，
経過を見守り，原因を探っていく必要があります。 
 

  



 

 

 

   

図 2. 生育する水生植物の様子（左：センニンモ・ガシャモク・エゾヒルムシロ，中：ミズオオバコ）
と採集した水生植物の様子（右，イバラモ，イトイバラモ）。コントラストやホワイトバランスを修正
しています。 
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